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は本動詞 nyaan を用いた形式であると述べている(名嘉真 1992、林 2013)。 
 
(1)    avva=a    nyaa-n              doo. 
         油=TOP      NYAA-NEG.NPST    SFP 
         「油はないよ。」 
(2)    saki=u   num-i-i              nyaa-n. 
         酒=ACC    飲む-THM-MED    NYAA-NEG.NPST 
         「お酒を飲み終わった。」 
(3)    seemon+gawa=n    bij-i-i                 ui        nyaa-n              yo.    agai    na. 
         正門+側=DAT             座る-THM-MED    PROG    NYAA-NEG.NPST    SFP.    嫌だ    SFP 
         「(あの人達が)正門側に座ってしまったね。困ったな。」 
 
 しかし、補助動詞の nyaan は一部の動詞と共起しない場合もある(例えば、‘fuk’「建てる」




ⅰ.    nyaan の本動詞用法と補助動詞用法の関連性を考察する 
ⅱ.   補助動詞用法の nyaan の意味的特徴(どのようなときに、どのような動詞と共起す 
       るのか、また、共起する時どのような意味を表しているのか) を明らかにする 
 
  
                                                        












 本節では、まず、2.1.節で、名嘉真(1992)の nyaan についての記述を取り上げ、2.2.節で
は、林(2013)の補助動詞 nyaan についての研究を紹介する。2.3.節では、伊良部方言におけ
る補助動詞 nyaan についての研究である下地(2016)を紹介し、最後に 2.4.節では、先行研究









(4)    mmya    kata=a    kak-i-i               nyaa-n. 
         もう       絵=TOP     描く-THM-MED    NYAA-NEG.NPST 
         「もう、絵は描いてしまった。」 
(名嘉真 1992: 701) 
 






(5)    kanu+sɨkuna=a    har-i-ø=tii            ai-mmai      tibimbu+bitu    kyuu=mai 
         あの+ほど=TOP       帰る-THM-IMP=QT    言う-CONC    長居する+人      今日=も 
         yunaka=taahi     ur-i-i                 nyaa-n. 
         夜中=LMT             いる-THM-MED    NYAA-NEG.NPST 
         「あれほど帰れと言っても、長居する人は今日も夜まで居てしまった。」 
(名嘉真 1992: 705) 
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 補助動詞 nyaan の用法について、林(2013)では、「イベント終了点以降すべてに発話時を
とれるアスペクト形式」であると述べられている。 
 
(6)    banti=ga     masɨgita=a    mmya    san-kai=mai    ccyur-i-i               nyaa-n 
         1SG=GN/NM    石垣=TOP         もう       3-回=も             崩れる-THM-MED    NYAA-NEG.NPST 
         「うちの石垣はもう 3 回も崩れた/崩れている。」 
(林 2013: 135) 
 




 さらに、林(2013: 142)では、補助動詞用法の nyaan と存在動詞(例えば、ui「いる」、ai「あ
る」)との共起関係について、補助動詞 nyaan は「通常アスペクトを表す場合その主動詞と
して他の存在動詞を取らない」と述べている。なお、本動詞 nyaan と補助動詞 nyaan の関




 下地(2016)は、「出来事のどの局面を取り出すのか」に注目し、(7)と(8)を用いて AR 形3と
NYAAN 形4が表すアスペクト的な意味について次のように述べている。 
 
(7)    kii=nu        nar=nu=du      uti-ar/uti-ur. 
         木=GN/NM    実=GN/NM=FOC    落ち-AR/落ち-UR 
         「(lit.)木の実が落ちている/ある。」 
(8)    kii=nu        nar=nu=du      ut-i-i                     nyaa-n. 
         木=GN/NM    実=GN/NM=FOC    落ちる-THM-MED    NYAA-NEG.NPST 
         「木の実が落ちている。」 
(下地 2016: 6) 
 
 (7)は地面に落ちている実を見ながら発することができるのに対して、(8)は、実が落ちて
                                                        
2 動詞過去形-tai、補助動詞用法 ai の詳細については、林(2013)を参照されたい。 
3 池間方言では補助動詞 ai を用いた構文に相当し、「~してある」という意味を表す。 





る」と nyaan「ない」の存在と不在の意味が補助動詞 ar と補助動詞 nyaan の中に残ってい
るため、AR 形は残存局面、NYAAN 形は消失局面に着目しているためとしている。 






①    <消失動詞類>: 主体ないし客体が物理的・心理的に消失する意味を持つ動詞 
②    <準消失動詞類>: 語彙的な意味において何らかの消失性を認めることができる動 
         詞 
③    <出現動詞類>: 主体ないし客体が出現することが表現される動詞 
 







 2.1.節から 2.3.節まで述べてきた先行研究を以下の表 1 にまとめる。 
 
表 1: 先行研究のまとめ 































 先行研究について、以下のように、問題点が三点あげられる。  
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①    本動詞 nyaan と補助動詞 nyaan の形態的な特徴が明らかにされていない。両者の 
         関連性を論じるため、調べる必要があると筆者は考える。 
②    池間方言における補助動詞 nyaanと補助動詞 aiの使い分けは明らかにされていな 
         い。 
③    動詞との共起関係について、先行研究では食い違いが見られる。実際にどの動詞 
         と共起しやすいのか、共起する場合どのような意味を実現するのかについて調べ 
         る余地がある。 
 
3. 調査 
 3.1.節では nyaan の形態論的な特徴に関する調査を扱う。3.2.節では、補助動詞 ai と補助
動詞 nyaan との意味機能の相違点について行なった調査について述べる。3.3.節では、補助
動詞 nyaan と動詞との共起関係及び実現された意味についてのテクスト調査を紹介する。 
 
3.1. 調査 I 











 調査 I では、林(2013)の動詞形態論の記述の枠を基にして、その中の動詞接辞と nyaan
を組み合わせた形で(例えば、語根 nyaa と「示唆」を表す接辞-baa が組み合わさった
「nyaabaa」)、インフォーマント G に池間方言を用いて例文を作ってもらう形をとった。 
 
3.1.3. 調査結果 
 本動詞 nyaan の場合、調査 I で確認できた語根 nyaa につく接辞は、否定接辞-n、否定過
去接辞-ddan、否定中止接辞-da、否定条件接辞-dakaa である。一方、補助動詞 nyaan の語
根 nyaa に接続できる接辞は否定接辞-n と否定過去接辞-ddan のみである。紙幅の都合上、
以下では、本動詞用法の nyaa-da と補助動詞用法の nyaa-ddan の例を示す。 
 
(9)    ikema    uihii=du       katsuogyoo=ya    nyaa-da            ngii      nyaa-n 
         池間       これで=FOC    鰹業=TOP                NYAA-NEG.MED    NVOL    NYAA-NEG.NPST 




(10)  hnnu    sak=u     num-i-i              nyaa-ddan. 
         昨日     酒=ACC    飲む-THM-MED    NYAA-NEG.PST 




定」の意味のままである。以下では参考として-ddan、-da が nyaan 以外の動詞語幹につく
例を示す。 
 
(11)  hnnu     ba=a      nau=mai    fa-a-ddan. 
         昨日      私=TOP    何=も          食べる-THM-NEG.PST 
         「昨日、私は何も食べなかった。」 
(12)  yarai-mi=a     munu=u     fa-a-da,                        asuu=gyaa    har-i-i 
         子供-PL=TOP     もの=ACC    食べる-THM-MED.NEG    遊び=TOP         去る-THM-MED 
         nyaa-n. 
         NYAA-NEG.NPST 
         「子供達は(食べ)物を食べず、遊びに行きました。」 
 
3.2. 調査 II 
 本節では、補助動詞 nyaan と補助動詞 ai の使い分けに関する調査について述べる。 
 
3.2.1. 調査方法 
 調査 II では、下地(2016)の伊良部方言の補助動詞 nyaan と補助動詞 ar に対するアプロー
チの方法に倣って、以下のミニマルペアをなす例文(13)の a.と b.を用いて、インフォーマ
ント G にインタビューを行う。そして、(13)の a.と b.は、どのような場合、或いはどのよ
うな場面で用いられるのかについて尋ねた。 
 
(13)  a.  hana=nu      ut-i-i                    a-i. 
              花=GN/NM      落ちる-THM-MED    A-NPST 
              「花が落ちている。」 
         b.  hana=nu      ut-i-i                     nyaa-n. 
              花=GN/NM      落ちる-THM-MED    NYAA-NEG.NPST 
              「花が落ちている。」 
 
3.2.3. 調査結果 
 インフォーマント G によると、(13)の a.と b.はほぼ同じ事態を描写しているように思わ
れるという。しかし、それぞれ事態の中のどの部分に対する発話であるかによって、両者








3.3. 調査 III 













 用例抽出においては、文字起こしした資料から、‘nyaa’(調査 I で述べたように、補助動
詞 nyaan には二種類の接辞と組み合わせられる)をキーワードとして用例検索を行った。ま







(14)  sonotooji=wa     dooro    nyaa-n=niba             yo...     fusigini       dara,    unu 
         その当時=は        道路       NYAA-NEG.NPST=CAUS   SFP        不思議に     SFP         その 
         haani=ga         mmya     uman     mmya    naugara    cyoodo      mmya    dooro 
         HAANI=GN/NM     もう        そこに   もう       なんか       ちょうど    もう       道路 
         tuuh-i-i                 nyaa-n=niba              mmya. 
         通する-THM-MED    NYAA-NEG.NPST=CAUS    もう 
         「(lit.)その当時は道路ないから、不思議にそのハーニがもうそこにちょうど道路通 









(15)  unu     taihuu=n    kakar-i-i,              kanukya=a    sɨn-i-i                nyaa-n 
         その    台風=DAT     当たる-THM-MED    あの人=TOP     死ぬ-THM-MED    NYAA-NEG.NPST 






 3.3.2.節で述べた手順に従って、補助動詞 nyaan の用例数をカウントした。その結果、補
助動詞 nyaan の全用例数は 73 例であった。そのうち非過去形 nyaa-n は 64 例、過去形
nyaa-ddan は 9 例であった。また、「非実現バイアス」とカウントした(以下では、「＋非実
現」とする)例は 64 例、「非実現バイアス」と判断できない(以下では、「－非実現」と呼ぶ)
例は 9 例であった。表 2 にその結果を示す。 
 
表 2: 調査 III の結果 
 ＋非実現 －非実現 全用例数 
nyaa-n 55 9 64 
nyaa-ddan 9 0 9 
計 64 9 73 
 
 補助動詞用法の nyaan はどの動詞類と共起しやすいかを検証するために、下地(2016)で
の各動詞類の定義を用いて、3.3.1.節で述べた談話資料の中の全ての述語動詞(連体修飾節
内の動詞及びコピュラ文を除く)を分類し、用例を取り出した。以下表 3 でその結果を示す。 
 
表 3: 各動詞類の総出現数及び nyaan と共起した例 
 総出現数 nyaan と共起した例 出現率5 
消失動詞類 85 34 40% 
準消失動詞類 10 1 10% 
出現動詞類 45 10 22% 
その他の動詞類 1089 28 3% 
 
 表 3 に示したように、今回の調査に用いた談話資料の中では、消失動詞類において nyaan
と共起した例の出現率が最も高い(40%)。一方、準消失動詞類の出現率は 10%であって、
                                                        
5 なお、小数点以下は切り捨て。以下同様。 









の動詞類の nyaan と共起した用例数は消失動詞類の nyaan と共起した用例数より少ないと
いうことである。さらに、準消失類動詞を除いて、出現動詞類の nyaan と共起した用例数
が一番少ないので、補助動詞 nyaan は出現動詞類と共起しにくいと言えよう。 
 また、非実現バイアスが確認された例は「消失動詞類」34 例のうち 25 例(74%)、「準消
失動詞類」1 例のうち 1 例(100%)、「出現動詞類」10 例のうち 10 例(100%)、「その他の動詞








 Heine and Kuteva(2002: 2)によると、文法化は、(a)Desemanticization(or "semantic bleaching") 
(b)extension(or context generalization) (c)decategorialization (d)erosion (or "phonetic reduction")
という四つのメカニズムを含んでいる。 




































果を踏まえた上で、Heine and Kuteva(2002)の文法化の枠組みを用いて、本動詞 nyaan と補
助動詞 nyaan の関係性を捉え直した。 
 
略語一覧 
-: 接辞境界 / =: 接語境界 / +: 複合語内部の要素境界 / 1: first person 一人称 / ACC: 
accusative 対格 / CAUS: cause 原因 / CONC: concessive 譲歩 / DAT: dative 与格 / FOC: focus 
焦点 / GN/NM: genitive/nominative 属格/主格 / IMP: imperative 命令 / LMT: limitative 限界格 / 
MED: medial verb form 中間動詞形 / NEG: negative 否定 / NPST: non-past 非過去 / NVOL: 
non-volitional 無意志  / PL: plural 複数 / PROG: progressive 進行 / PST: past 過去  / QT: 
quotative 引用 / SFP: sentence final particle 文末助詞 / SG: singular 単数 / THM: thematic 
vowel 語基母音 / TOP: topic 主題 
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